
【評価】　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：やや不十分であった　Ｄ：全く不十分であった 島根県立飯南高等学校

重点目標 具体的目標 重点的な取り組み事項 評価指標 評価 取り組み状況（○）と　課題（*） 評価 意　　見

① 授業研究の促進
･教科会、教科主任会
・授業互見、研修（校内、他校、異校種等）

・授業見学の回数、見学後の感想
･生徒による授業評価
・校外研修等への参加状況

B
○主体的な学びやＩＣＴ活用を柱に研修を進めた。
○教科を横断した授業互見が進んだ。
＊生徒の主体的な学習につなげる指導

・視聴覚室の改装、ＩＣＴ機器の充実を機に、授業
での活用を推進する。

② 新たな学びの推進

・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの研究（校内研修、他校視
察）
・ICT活用方法の研究（校内外の研修参加）
・要約学習、小論文講座の導入

・学習時間調査の結果
・生徒、教職員アンケート結果
・校内研修後の評価、感想

A
○ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞやＩＣＴ活用を柱に研究した。
○要約学習を地域医療の発表に活かした。
＊機器整備と活用法の研究

・朝読書、漢字テストという３年間継続する朝の活
動を大切にし、落ち着いて１日のスタートを切らせ
る。

③ 飯南型キャリア教育
      「生命地域学」の充実

・ねらいを明確にした「生命地域学」の実践
・主体性、発信力を重視した課題研究
･キャリア教育の体系化、視覚化

・生徒、教職員のアンケート結果
・講師、協力機関からの評価・感想 A

○「生命地域学」の取組を体系化し、段階ごとの
目標を明確にした。
＊小中学校の「ふるさと教育」との連携

・総学、ＬＨＲ、生命地域学の３年分の取組とねら
いを、引き続き整理しわかりやすくしていく。

④ 図書館を活用した学びの促進
・資料整備、広報、委員会活動の工夫
・図書資料や新聞を活用した探究学習
・朝読書

・図書館の活用状況、便りの発行回数
・委員会活動の回数と評価
・生徒、教職員アンケート結果

A
○図書委員会の企画が好評だった。
○授業での活用が増加した。
＊幅広い生徒の図書館利用の促進

・好評の図書委員会活動は、「生命地域ラボ」との
協働も含めてさらに工夫する。

① 主体的に進路選択できる生徒
　　の育成

・進路学習等をとおしての早期の意識醸成
・面談、個別指導
・企業見学、学校見学、ジョブフェア

・学習時間調査の結果（推移）
・進路決定等の状況
・生徒、保護者アンケート結果

A
○面談や進路学習で意識付けを図った。
○大学見学等の新規取組に手応えがあった。
＊学年の実情に応じた企画の精選

・模試結果の迅速な共有と、教科会での検討を図
る。

② 生徒や保護者への適切な情報提供
・進路指導部と学年会との連携
・保護者面談等をとおしてのニーズリサーチ
・ＨＰや学校便りを利用した情報提供

・保護者アンケート結果
・面談等での保護者の感想、評価 B

○面談や説明会で適宜情報提供を行った。
○学校便りやＨＰで取組状況を発信した。
＊生徒個々の学力分析と方向付け

・進路検討会の時期を見直し、保護者面談の内容
をより充実させる。

③ 地域貢献しようとする生徒の育成
・インターンシップ、体験学習、課題研究
･飯南ジョブフェアの拡充
・生命地域ラボ、地域交流の促進

・活動実績
・活動後の生徒や関係者の感想、評価 A

○地域の協力も得て課題研究等が充実した。
○地域行事への自主的参加が増加した。
＊地元生徒の交流活動参加

・学年やコースの実態と時期を考慮した模試・補
習の計画を立てる。

①人権を尊重する学校づくり
・ＰＴＡと連携した、研究指定２年目の実践
・いじめ防止と組織的な対応
・早期の情報モラル教育

・ＨＲ活動や講演会後の感想､評価
・人権だよりの回数と評価
・生徒、保護者､教職員アンケート結果

B

○人権週間を中心に、授業や講演会、便り等に
よって人権意識の高揚を図った。
＊人権意識の定着とふるまいの向上
＊内発的なルール順守、問題の未然防止

・２年間にわたる人権・同和教育研究指定校の取
組を活かし、今後もＰＴＡとともに人権意識の高揚
を図る。

② 支援を要する生徒への組織的対応
・学年会、委員会での情報共有
・保護者、ＳＣ、諸機関との連携
・校内研修実施、校外研修への参加促進

・生徒、保護者、教職員アンケート結果
・研修後の感想、評価 A

○学年会、ケース会議等により情報共有した。
○保護者や外部機関との連携に努めた。
*効果的な支援方法の共有

・ルールを守るだけでなく、相手の立場になって考
えたり、掃除や食事の意味を考えたりする姿勢を
もたせる。

③ 部活動・生徒会活動・特別活動
　　　の活性化

・生徒の主体的な活動の推進
・ＨＰや学校便り、ＣＡＴＶによる情報発信
・地域や保小中、諸機関との連携

・部活動加入状況
・生徒、保護者アンケート結果
・地域等からの評価、感想

A
○生徒会活動、生命地域ラボ等が充実した。
○ＣＡＴＶをとおして町内外に情報発信ができた。
*屋外照明、衛生設備の整備

・身だしなみや生活習慣の指導は、全教職員で統
一して取り組むとともに、生徒会など生徒自身の
働きかけも検討する。

① 教科指導連携の充実
・打ち合わせ時間の確保（昨年度からの取組）
・共通認識をもっての授業実践

・打ち合わせの実施回数、感想
・中高一貫教育アンケート結果 B

○負担を減らし効率的な授業準備ができた。
○教科やプレゼンの出前講座を実施した。
*コンスタントな連携授業の実施

・「要約学習」の導入や、出前講座など、中高を結
ぶ新たな取組を引き続き進める。

② キャリア教育の系統化
･各段階での目的、連動性、実践内容の明示
･飯南型キャリア教育全体図の作成
・保小中との取組内容の共有

･中高一貫教育アンケート結果
･連絡会議、推進会議での意見 B

○保小中、地域の協力も得てキャリア教育
　「生命地域学」を充実させることができた。
*保小中高を貫くキャリア教育の構築
*行事、企画の精選とねらいの明確化

・連携行事のねらいと効果を分析し、精選したり時
期を見直したりして充実させる。

③ 情報の分析・共有と指導
・交流授業、教科会、連携会議
・授業互見、行事参加の促進
・特別選抜の改善（２年目）

･中高一貫教育アンケート結果
･連絡会議、推進会議での意見 B

○授業や行事、部活動で連携が進んだ。
＊連携行事の内容と進め方
＊学習習慣の定着

・高校ＨＰの刷新(H30.4月予定）を機に、さらに効
果的な情報発信ができるよう取り組む。

① 支援組織や保小中高大・保護者・
　　地域との連携強化

・ＰＴＡ、後援会、鵬雲会との連携
・ホストファミリーとの交流促進
・生命地域ラボの促進と情報発信

・連携事業の実施状況
・ホストファミリーとの交流実績、感想
・活動状況の発信回数と感想

A

○ＰＴＡや鵬雲会等と協働して行事に取り組んだ。
○地域に出かける生徒が増えた。
＊家庭への連絡事項の徹底
＊ＰＴＡ活動への幅広い参加

・通信方法を工夫し、PTA評議員と連携して、活動
への幅広い参加を呼びかける。

・鵬雲会や地域の協力を得て70周年記念事業を
円滑に進める。

② PR活動の充実
・在校生による『学校案内』や学校説明
・「月根尾」、ＨＰ・ＦＢによる迅速な広報
・ＣＡＴＶや有線による地元への情報発信

・生徒、保護者アンケート結果
・学校説明会参加者の評価
・ＨＰやＦＢの更新状況

A

○『学校案内』制作や町体験ツアー等が、生徒主
体で実施できた。
○CATV等により効果的な発信ができた。
＊HPの改善（今年度からの継続）

・町と連携して、ホストファミリー制度のさらなる拡
充を図る。

・挨拶、掃除など本校のよき伝統を受け継いでい
けるよう、生徒・教職員一体となって取り組む。

③ 魅力的な寮づくり
・保護者・教職員・寮職員の連携
・ホストファミリー制度による地域交流
・生徒主体の秩序づくり、美化徹底

・寮生アンケート、寮生保護者の意見
･教職員、寮関係職員の評価
・委員会の活動状況

B

○ホストファミリー制度等をとおして、寮生と
　地域との交流機会が増えた。
＊生徒主体の秩序づくりと環境整備
＊保護者への情報提供と、連携した指導

・寮便りを発行し、保護者に情報提供する。

・非常勤舎監、炊事員も含め職員間で定期的に情
報共有する。

(5) 魅力化・活性化事業の推進
による期待される学校づくり

次年度への改善策・取組の方向性

(1) 主体的に学ぶ生徒の育成

(2) 進路希望の実現

評　　　　価　　　　計　　　　画 自　　己　　評　　価

(3) 望ましい人間関係づくり

(4) 中高一貫教育の充実

A

A

B

B

B

○特別選抜の改善により、地元中学生の
意欲ある受験につながりつつあると思う。

○ホストファミリーという名前が定着してき
た。地域の行事（夏祭り、秋祭り）により、
地域との交流やふれあいがよくわかった。
飯南高校の魅力が伝わる良い取組で、今
後も継続していく事項と思う。

○子どもの減少と今後の入学者数につい
ては、不安が残る。魅力化の取組に期待
する。

○生徒・保護者アンケートで４や３の評価
が多いのは好ましい。教職員の頑張りが
うかがえる。

学校関係者評価

○生徒の主体性を育むこと、自分で進路
選択できる力をつけることに力点を置いて
取り組まれている様子が見えた。

○高校３年間は短いが、人生を決めるよう
な選択の時期。
　キャリア教育が、１年「知る」→２年「体験
する（見る）」→３年「自ら選択し進む」のス
テップをふんだ指導内容が考えられており
高評価。ぜひ中間評価も取りつつ進めて
ほしい。

○生命地域学の各取組により、自らも企
画を提案する発信力が身についてきたと
思う。

○町外生徒達の地域交流やＣＡＴＶを通じ
て情報発信、ＰＲができていた。

○魅力化は、会社にも通じることで、ＰＲ
方法が肝要。たとえば部活動の成果など
を、外から見てすぐわかるような工夫がで
きないか。（懸垂幕等）
　子ども目線で考えると、部活動は重要な
ＰＲ要素だと思う。

○家庭学習は、昨年度に引き続き低評
価。今後も自学の推進が必要だと思う。

○『学習時間調査』（年６回）は時期別だけ
でなく学年ごとの集計なども分析されると
よい。
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